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･
考

戸
帖
な
る
語
は
､･
唐
宋
以
後
の
諸
文
献
に
､
ま
ま
現
は
れ
て

.

ゐ
･rO
が
､･
こ
の
小
篤
で
は
､
そ
れ
が
轡
蓮
を
見

ん
と
思
ふ
O

声
帖
な
る
語
が

一
番
苗
ぐ
見
え
る
文
献
は
'
私
の
調
べ
た
所

で
は
'
南
轡
香
華
十
四
､
･州
郡
志
上
､
滴
禿
州
毎
健
に
あ
る
南

舞

の武
帝
永
明
元
年

(西
紀
四
八
三
)
に
な
さ
れ
た
る
柳
せ
隆

の
上
奏
文
で
あ
ら
う
｡

錦
書
符
下
士
断
保
格
､
井
寄
席
部
麻
､
凡
諸
流
寓
'
本
無

●
･

定
慾
､
十
家
五
落
､
各
白
星
虚
'
一
願
之
民
'散
在
州
境
.I

酉
室
涯
畔
､
束
屈
海
隅
､
今
専
髄
僑
邦
'
不
省
宋
邑
'
雑

居
舛
止
'
輿
先
不
興
､
離
馬
画
餅
､
無
事
舟
渡
'
諸
膝
同

省
､
随
堺
井
帖
､
岩
郷
屯
黒
衆
'
二
三
有
家
'井
旬
可
偉
､

直
域
易
分
者
'
別
群
立
､
於
是
､
番
陰
登

ハ
願
､
寺

雅
邦

四
願
'
准
陽
郡
三
顧
'
乗
莞
那
四
顧
､
以
散
居
無
賓
土
'

官
長
無
敵
舎
'
寄
止
民
村
､
及
州
治
立
見
､
省
民
声
帖
｣
.

曾

我

部

静

雄

こ
ゐ
上
奏
誓

金
轡
文
感
十
七
に
庵
奏
者
流
乳
民
声
帖
と
題
し

て
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
.

,

/

･
こ
の
上
奏
は
'
有
名､無
賓
の.流
寓
の
郡
願
凌
改
厳
し
､
峯

の

/

れ
が
容
れ
ら
れ
て
､
戸
帖
が
省
か
れ
た
が
J

.U

の
場
合
の
戸
帖

は
｢
ど
う
し
て
も
戸
籍
と
同

一
意
味
の
4
1の
と
し
か
思
は
れ
息

ノ7F1

S
｡
降
っ
て
唐
代
に
な
る
と
､
鹿
禽
要
巷
八
十
四
'
称
疎
下
t
.I

奮
唐
書
巻
四
十
八
(
食
貸
志
上
､
及
び
冊
轡
冗
飽
食
四
盲
八
十

八
'
邦
計
部
'
文
宗
太
和
四
年

(西
紀
八
三
tO
年
)
五
月
の
俵

に
､

･飯
南
西
川
童
顔
使
謙
譲
大
夫
雀
戎
奏
'
准
詔
旨
､
勧
置
西

/

川
事
僚
'
今
輿
郭
釧
商
華

敵
改
鋳
数
内
三
分
､
二
分
細

見
鐘
､

1
分
折
節
唾
段
､
毎
二
貰
加
鏡
百
姓
五
首
文
､
計

1
十
三
常
四
千
二
百
四
十
コ
衰

文
､
(
申
勝
者

有
整

数
芋

･･-15･一･
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之
類
､
毎
畝
至
七
八
盲
､
徴
赦
不
時
､
今
併
省
税
名
'
逮

＼

依
諸
虚
偽
四
眼
等
第
､
発
給
戸
帖
'

1
功
名
日
勤
侍
､
勅

首
宜
依
'
(唐
倉
要
に
よ
る
･)

､

〆

と
あ
る
｡

.

EI

こ
の
L場
合
の
戸
帖
は
'
約
枚
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
'
･
こ

れ
を
支
給
L
JJ
横
巌
を
無
-
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
与

.令

戸
の
税
額
を
記
入
し
y
あ
る
納
税
査
定
書
で
あ
ら
ら
も

采
で
偲

か
か
る
通
知
書
を
戸
妙
と
科
し
'
枕
を
納
入
し
経
れ
ば
､
直
ち

に
朱
印
し
て
そ
の
詮
と
す
謁
の
で
あ
っ
て
'
委
細
は
拙
著
末
代

財
政
史
の
財
政
篤
に
論
じ
て
置
S
た
が
､
こ
の
采
の
戸
紗
と
唐

の
戸
帖
と
は
仝
-
伺

1
の
む
の
で
あ
ら
う
.
盛
る
に
末
代
に
敦

る
と
戸
帖
は
､
戸
籍
と
か
戸
砂
の
外
に
法
ら
れ
宅

輯
賓
治
逸

＼

催
長
篇
巷
四
､
太
敵
乾
徳
元
年

(西
紀
九
六
三
年
)
十
月
廉
辰

の
俵
に
は
､

詔
ー
諸
州
版
籍
･戸
柏
･声
砂
､
委
本
州
判
官
録
事
掌
之
､
て

･
｣
嘗
無
者
'
創
造
､
始
令
諸
相
歳
所
奏
戸
帳
､
其
丁
口
'
男

夫
二
十
番
丁
二

ハ
十
錯
老
'
女
口
不
須
通
勘
t

と
あ
っ
て
'
戸
帖
が
版
儲

･
戸
紗

･
戸
帳
の
外
に
存
雷

て
te
.

各
｡
版
簿
は
采
の
戸
贋
の
こ
と
で
あ
っ
て
~
朱
で
は
丁
男
の
み

の
戸
籍
を
造
り
'
両
も
資
産
に
よ
っ
て
五
等
轡

(客
戸
を
入
れ

ば
六
番
級
)
に
分
け
た
か
ら
､
こ
れ
を
五
等
丁
産
薄
と
か
翠
に

丁
産
簿
と
科
し
'
戸
板
控
唐
代
の
計
帳
の
を
.

と
で
あ
っ
て
､
輝

田
牧
授
決
勝
止
後
は
､
し
暦
で
も
計
帳
と
も
言
ひ
戸
帳

と
も
解

し
一､
各
州
部
か
ら
中
央
に
1ヶ

年
の
戸
口
数
等
を
報
す

る
帳
簿

･で
あ
っ
た
｡
こ
れ
等
に
つ
S
て
は
近
-
畿
刊
す
る
筈
の
拙
著
均

田
浜
と
そ
の
税
役
制
度
に
述
べ
て
あ
る
O
華
砂
は
既

に述
べ
た

如
く

各
戸
の
税
額
を
記
入
し
て
あ
る
も
Q
で
'
各
戸
が
こ
れ

を
保
存

LI
納
税
に
常
つ
て
は
､
こ
の
額
の
み
を
約
年

以
て

不
常
な
る
課
税
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ
っ
挺
｡
販
路
即
ち
戸

籍
､.
R
紗
､
戸
帳
は
以
上
臥
如
き
使
命
を
棒
つ
て
ゐ
る
が
.､
戸

髄
は
如
何
な
る
使
命
を
采
で
は
持
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
ち
う
か
｡
､

蹄
資
清
適
鑑
長
編
の
こ
の
史
料
町
は
1

何
の
詮
明
も
忽
き
こ
七

と
て
三

朝
は
不
明
で
あ
る
か
ら
し
で
了
他
の
史
料
を
掛
討
し

ょ
L
o
先
づ
宋
禽
要
稀
食
貨
六
三

農
肝
雑
録
仁
宗
天
空
四
警

(西
紀

一
〇
二
六
年
)
､六
月
｣
畢
惟
慶
の
上
官
に
'

臣
輿
隔
州
煙
塵
間
候
官
十
二
願
､
共
管
官
荘

小
首
四
｣
熱

田
千
三
百
七
十
五
頃
八
十
四
畝
'佃
宰
二
嵩
二
千
三
百
<
'/

○

於
太
平
輿
開
五
年
､
唯
敬
､
美
朝
臣
'
均
定
二
枚
'
給
帖

-｣ 16_-
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l

敬
執
､
内
七
願
日
中
下
相
牛
'五
願
出
色
低
下
へ尋
牒
州
佑

I

遍

,
及
具
軍
費
人
数
,接
見
新
種
熱
別
tT
11盲

七
十
五
卑

共
什
銭
三
十
五
寓
貰
､
巳
牒
両
州
出
費
｣
迭
邪
見
鏡
､
或

金
銀
依
慣
折
節
､
(
中
略
)
巳
牒
両
州
､
並
須
全
集
牧
男
†

'

依
叡
限
三
年
納
銭
､
(
下
略
)

こ

と
あ
っ
て
こ
の
上
奏
を
理
財
の
官
で
あ
き
こ
司
に
下
し
て
詳
議

せ
し
め
た
所
､
三
司
の
言
ふ
に
は
'

著
依
惟
慶
伴
走
債
銭
三
十
五
嵩
飴
貰
う
今
作
三
年
蓮
約
､
.

･
恐
見̀
佃
戸
除
二
枚
外
｣
夢
約
日
債
銭
数
多
｣
欲
乞
特
輿
減

0
0

数
､
(
中
略
)倹
約
鎌
足
､
給
戸
帖
輿
買
別
人
｣執
為
永
莫
'

廠
副
美
希
'
(
下
略
)I

と
あ
り
.
こ
れ
些
帽
州
管
下
の
官
許
H
を
佃
戸
即
ち
小
作
人
に

費
渡
す
に
つ
S
て
の
方
法
を
論
じ
紅
の
で
あ
え
が
､
.給
帖
牧
歌

i
j
か
､
給
戸
帖
典
男
別
人
､
驚

永
覚
泡
.
Luと
あ
っ
て
､
こ
の

戸
帖
は
土
地
所
有
の
澄
明
書
で
あ
る
地
券
に
外
な
ら
態
S
.
叉

一

町
書
同
番
徴
宗
宜
和
元
年

(西
紀

二

一
九
年
)
.八
月
二
十
四●

日
'
食
料
所
の
奏
に
は
'

-I

廠
斬
西
州
願
'
困
今
木
蘭
水
減
退
露
出
田
土
t
.へ
中
腰
)出

樺
､
限

一
百
日
'
召
人
茸
封
投
耽
'
添
租
請
僻
..
椙
浦
折

L

＼

0
0

.封
､
給
粗
多
之
人
､
鎧
戸
給
戸
帖

一
紙
､ゝ
開
具
所
倒
色

･

歩
畝

･
四
至

･
著
望
`
廠
納
税
課
､
(
下
略
)

/

∫.と
あ
っ
て
､
こ
の
戸
帖
沌
佃
戸
に
輿

へ
た
小
作
認
可
契
約

の
地ゝ

券
k
Jあ
っ
て
､
面
積
小
席
料
等
を
記
入
さ
れ
て
ゐ
k
.
㌔

来
合
要
稿
に
硯
ほ
れ
て
ゐ
る
戸
帖
は
以
上
の
か
{
地
券
で
ぁ
′

る
が
'
王
要
石
の
新
法
の
1
種
で
あ
る
方
附
に
硯
は
れ
て
ゐ
る

戸
帖
壊

､
地
券
の
如
き
庵
の
怒
あ
っ
た
O.
未
発
食
北里
や
万
田

･
及
ぶ
采
の
楊
仲
良
の
通
鑑
長
編
紀
事
本
末
懇
七
十
三
､
.嘉

的
把

㌧

は

.

＼

.方
円
之
潅
､
以
東
酉
南
北
各
千
歩
Y
十雷
祖
十

一
頃
六
十
六
-

ィ

畝

1
至

ハ
十
歩
馬

1
方
､
歳
以
九
月
'
新
妻
令
位
､
分
線

計
量
､
療
其
方
貯
帳
始
'
験
地
土
色
耽
､
別
其
駁
原

･
乎

揮

･′赤
沢

･
異
相
之
潮
｣
凡
幾
色
方
量
畢
ノ

記
其
肥
痔
､

ヽ

･

定
英

.
色
故
'
分
名
立
等
､
以
地
之
等
均
定
枚
数
､
至
明
年0

三

月
聾
､遠

以
示
民
∵
釣
再
期

毒

以
轟
其
詞
t
.乃
薯

戸

〇
.
柏
､
連
荘
帳
､
対
之
以
篤
地
符
､

㌔

-
A)ぁ
っ
て
､
地
味

･
両
横

･
等
級

･
税
額
等
を
調
べ
､
尽
桔
忙

記
入
し
粧
鯨
に
連
れ
て
､
各
戸
に
輿
へ
て
地
筒
と
な
す

と
育

払
､
地
符
即
ち
報
貌
と
言
っ
て
ゐ
る
｡
し
か
し
こ
Ⅶ
場
合

ぐ
荘
～

17
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魔
は
地
に
垂
を
駿
を
､
戸
帖
は
税
に
霊
き
を
置
か
れ
て
ゐ
た
も

の
で
あ
ら
う
.
何
故
な
ら
ば
未
見
食
貸
志
方
刑
の
別
の
所
に
､

/

∫

寮
京
ら
の
言
と
し
て
'

d
O

_

赫
宗
講
究
芳
田
利
害
､
作
港
而
推
行
'
芳
名
之
帳
而
歩
畝

○

高
下
丈
尺
不
可
隠
､
美
給
之

帖而
升
合
尺
寸
無
断
遺
t

l
jあ
っ
て
'
荘
帳
に
よ
っ
て
歩
畝
高
下
丈
尺
が
判
-
'
戸
帖
に

ヽ

よ
っ
/て
租
税
の
升
合
尺
寸
が
判
る
と
述
べ
て
ゐ
る
｡
僻
ほ
微
宗

の
政
和
頃
に
出
来
た
李
元
粥
の
作
邑
自
蔵
奄
四
に
も
､

俵
和
預
買
紬
絹
鐙
'
･

多
是
葡
名
胃
請
､･以
此
出
限
不
納
､

′

有
費
行
遣
､
但
於
初
俵
鐘
崎
､加
点
闘
防
､前
期
五
七
日
､

薯
示
青
戸
長
'
各
正
身
重
日
出
頭
､
逐

1
億
詔
請
人
是
輿

0
0

不
是
､
戸
頭
の
斎
戸

帖
表
照
､
如
鯉
戸
帖
､
要
去
年
約
秒

ヽヽ

呈
験
t

㌧一

Jj
あ
っ
て
'
和
買
絹
鏡
を
貸
輿
す
る
原
に
'
他
人
の
名
を
偽
っ

て
借
り
る
も
･の
が
あ
る
か
ら
'
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
､
本
人
や

●

)

あ
る
許
壕
と
し
て
戸
帖
を
蹄
参
し
て
､
照
合
に
供
し
女
の
で
あ

る
｡
和
男
絹
銭
に
つ
S
て
は
､
拙
著
末
代
財
政
史
中
に
詳
論
心

て
崖
S
寵
が
､
こ
れ
は
農
民
の
春
季
手
許
不
如
倉
の
折
に
'
政

府
よ
-
鏡
を
貸
し
P.
薯
曲
の
出
来
上
っ
た
後
'
輯
紬
を
以
て
償

遺
す
る
制
度
で
あ
っ
▲て
'
太
窟
頃
か
ら
行
は
れ
潅
｡
勿
論
鼻
声

粧
し
て
土
地
が
あ
Je='
蕃
蕊
を
行
っ
て
ゐ
鬼
け
れ
ば
'
貸
輿
TU

.ヽ

れ
な
い
の
で
あ
っ
て
､
こ
の
浮
揚
と
し
て
戸
帖
が
後
屈
て
ら
れ

た
の
で
あ
ら
う
好
'
こ
の
戸
帖
屯
地
券
の
如
き
も
の
と
認
め
て
･.I

も
美
女
へ
な
か
ら
う
｡
･

甫
宋
時
代
に
な
っ
て
臥
央
張
り
声
帖
の
制
度
が
行
は
れ
､
伽

も
南
宋
初
期
に
は
､
財
政
難
の
た
め
に
'
慶
牒
官
骨
な
ど
と
同

様
に
出
費
す
る
や
う
に
な
つ
喪
｡
南
岸
の
初
め
は
'
金
軍
の
滴

下
に
よ
っ
て
閣
内
は
金
-
混
臥
し
､
民
衆
の
流
離
徒
移
す
る
も

の
が
多
か
つ
た
か
ら
､
戸
帖
濠
支
給
し
て
､
所
有
地
の
安
堵
を

得
も
め
る
必
要
が
あ
っ
た
o
束
昏
要
稿
食
貨
六
九
'
版
鰍
に
､

/

高
宗
紹
輿
二
年
関
四
月
三
日
'
右
朝
奉
郎
妹
挽
宮
､
欽
乞

.
朝
廷
行
下
請
路
梅
遅
司
'
曾
被
境
劫
去
鹿
央
契
寄
集

(契

㌧

書
物
業
?
)
人
､
許
経
所
巌
州
願
陳
状
､
本
願
行
下
本
保

0
0

隣
人
､
依
茸
供
謹
'
即
出

戸
帖仲
之
､
以
争
氷
遠
附
…駿
､

-
如
本
保
隣
人
作
惰
弊
､.
故
意
遡
阻
､
不
盛
儀
賛
助
禽
｣

及

･本
願
人
吏
不
即
時
給

&
陣
,
並
許
入
超
訴
,
其
合
千
人
､J

要
塞
典
憲
､
t

と
あ
る
按
､
こ
の
必
要
を
桃
流
が
力
詮
し
た
iの
で
あ
る
｡
'か
-

一一18/-



滞9

て
戸
帖
を
要
求
者
に
輿
J<
る
や
う
に
な
つ
潜
の
で
あ
ら
う
が
､

常
時
は
南
栄
の
初
め
で
替
り
､
極
度
の
財
政
難
に
陥
っ
て
ゐ
た

●

･折
七
て
､
JJ
こ
に
戸
帖
を
全
開
の
悉
-
の
戸
に
封
し
て
吏
め
て

支
袷
し
､
そ
の
手
数
料
を
と
っ
て
以
て
囲
象
の
財
源
特
に
軍
費

/

の
支
出
に
督
kJる
こ

と
に
な
っ
た
.
李
心
侍
の
建
炎
以
来
紫
年

要
録
奄
九
十
五
､
紹
興
五
年

(西
紀

二
･.111豆
年
)
十
71
月

の

僕
に
は
､､

0
0

･
詔
諸
路
州
原
､
出
費

戸
帖
'
令
民
間
自
行
開
具
所
管
地
宅

由
畝
闘
架
之
敷
.
両
輪
其
直
､
爪
立
武
術
下
､
暗
語
路
大
･

軍
多
移
屯
江
北
､
朝
廷
以
調
度
不
稗
､
故
有
是
請
富
､

I

と
あ
る
誓

願
輿
五
年
十
一
月
の
詔
に
よ
っ
て
鷺
尭
す
る
に
畢

つ
た
の
を
侍
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
..而
も
同
僚
に
は
そ

の次
灯
､

一

己
而
中
書
言
､
恐
騒
擾
､
稽
探
､
乃
立
定
機
鋒
､
廠
坊
郭

朔
聞
出
等
声
､
皆
三
十
千
'
璃
村
五
等
､
頭
部
九
等
戸
､

.
皆

1
千
､
凡
六
等
､
惟
間
頗
下
戸
､･.則
差
減
鴬
､
期

t
季

ゼ

足
計
､
網
赴
行
雀
､.
即
草
傷
及
四
分
巳
上
､
稚
佳
敢
旨
､

英
銀
令
都
各
府
樽
管
､
非
被
旨
､
帝
得
檀
用
t

i

と
あ
っ
て
､
戸
帖
の
債
を
定
め
'
そ
の
収
益
金
の
管
理
方
淡
を

述
べ
て
ゐ
る
｡
常
時
は
都
市
按
九
等
級
､
殖
村
は
五
等
級
に
t
､
～

戸
の
等
級
が
分
れ
て
ゐ
た
が
..
更
に
叉
特
等
の
戸
7?
奉
っ
て
'

こ
の
特
等
の
戸
の
戸
帖
が
三
十
千
即
三
十
纏
な
る
を
始
め
と
し
･

て
六
等
級
に
分
れ
'
最
下
の
戸
や
あ
か
神
村
の
第
五
等
戸
､
t*

郭

の肇
九
各
戸
の
戸
帖
は
､
争
一
緒
で
,ぁ
っ
驚

か
か
渇
政
令
が
染
卵
と
し
て
儀
布
さ
れ
'
し
か
も
金
銀
･の
徴

･牧
が
伴
ふ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
'
民
衆
は
紫
か
ざ

る
を
得

卑

ヽ

I
i
.
同
僚
に
は
更
に
次
に
十

才

時
州
原
追
呼
騒
擾
､
カ
命
遜
判
職
官
'
術
詣
諸
畠
､
常
敢
7

-.給
付
民
声
へ
其
両
断
下
戸
､
展
限
二
年
､
内
諾
路
簿
籍
不

･･春
草
バ
許
先
攻
蓮
如
慣
鏡
､
侠
将
来
迫
簿
畢
日
給
帖
嘉
､
･

七
述
べ
て
ゐ
る
.

1

了

･
願
興
六
年
正
月
辛
未
に
聖

餐
民
に
封
し
て
性
､rJ
戸
柏
鐘
の

年
額
を
減
す
る
.こ
と
と
な
り
､
三
月
壬
辰
に
絞
'
四
川
の
災
傷

I
あ
り
し
州
願
の
戸
帖
蔵

の年
分
を
免
じ
､
五
月
正
午
に
は
､
呉

珍
に
.四
川
戸
帖
銭
か
滞
船
を
賜
ふ
て
軍
を
儲
ひ
し
こ
と
な
ど
が

采
史
高
宗
本
紀
に
見
え
て
ゐ
る
が
､
戸
髄
鏡
徴
収
に
よ
っ
て
民

衆
を
苦
し
町
る
を
攻
撃
せ
る
人
々
ノも
あ
っ
て
'
紹
輿
六
警

一月

.＼'

己
巳
に
注
､
南
采
の
主
戦
論
者
李
綱
は
'
官
骨

･
皮
株
､
戸
帖

を
出
費
す
る
を
以
で
､､
失
地
快
復
の
措
置
と
し
て
は
､
良
策
と

l

= 19-～
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i

h

!
は

な

し

が

た

し

と
言

払
(
建

炎

以
来

.畢

年

要

録

巷

九

十

九

)
､

同

年
四

月

に
は

､

富

者

は
折

吊

･
預

倍

･

戸

帖

孜

ど

略

､

.多

-

現

.

金
を
徴
収
㌃

る
を
以
て
､
現
金
の

妖

言

讐

誓

言

等

ゐ

､.

る
｡
(
同
上
要

懇

一
首
)
､
五
月
か

ら

ば

戸

帖

銭

官

昔

鑓

等

は

､

.

●

悉
-
都
督
府

の
樽
管
す

局
所
七

な

り

.,

撃

げ

て

軍

事

費

と

な
っ

た

(
同
上
層
懇

･l
百

一
)｡

南
采

に
於

け
る
戸
帖
の
出
費
は
､
紹
興
五
告

二

回
行
略
れ

＼

た
だ
け
で
､
以
後
は
行
ほ
れ
な
か
っ
た
ら
し
-
t.文
献
に
は
見

え
て
ゐ
な
S
｡
軍
費
捻
出
の
非
常
手
段
と
し
て
臨
時
に
行
っ
た

＼

も
の
せ
あ
ら
う
0
偽
性
戸
帖
制
度
に
関
し
て
そ
の
他
の
こ
と
,が

二
三
采
禽
要
稿
に
見
え
て
ゐ
る
｡
即
ち
同
書
食
貸
六
十
九
､､
版
.

_

籍
に
は
､

†

㈲
紹
輿
十
六
年
六
月
十
日
､
樵
知
湘
州
黄
武
言
､
長
戸
典

∵
貸
推
挽
,.
詔
令
戸
部
立
法
､
戸
部
今
修
下
僚
'
諸
典
賛
別

宅
∵
膝
撫
収
税
租
'
郷
書
手
於
人
戸
奥
書
戸
帖
及
税
租
野

内
､
並
親
書
推
収
税
租
数
日
'
井
郷
書
手
姓
名
､
税
租
簿

以
宋
書
t
､令
佐
書
押
t
､

●

㈲
文
語
典
薯
凹
宅
､
鮭
推
収
税
租
､
郷
書
手
不
於
人
戸
契

音
戸
帖
及
枚
租
簿
内
､.
親
書
推
牧
枕
租
数
日
姓
名
､
書
押

･

令
使
者
'-枚

一
石
'
許
人
骨
､
･J

一

,碩叉
諸
色
人
骨
諸
典
要
田
宅
7
-

騰
推
収
税
租
､
郷
書
手
不

ヽ

於
人
声
契
青
戸
帖
及
税
租
簿
暦
､
親
書
推
牧
税
租
数
日
姓

名
､
書
押
令
使
者
､
賞
鏡

一
千
貰
､

従
之
､

む
あ
-

0.㈲は
出
土
を
典
貸
し
挺
場
合
､
そ
の
租
税
の
賦
課
も

′定

期
書
手
按
､
奥
書
､
声
帖
､
税
租
簿
に
記
入
す
べ
き
を
規
定

し
た
も
の
で
あ
F
.
㈲
は
郷
書
手
が
そ
れ
を
億
っ
挺
場
合
わ
刑

∫

罰
の
規
定
で
掛
り
'

佃は
そ
れ
の
膚
後
者
に
封
す
る
褒
賞
の
規

定
で
あ
繁

栄
や
戸
摘
心
地
券
で
あ
る
が
､
税
額
も
初
め
か
ら

一記
入
さ
れ
て
ゐ
た
牽
う
で
あ
っ
て
､
こ
の
制
度
で
も
､
明
に
そ

甘

硯
琵

て
ゐ
る
｡′
叉
同
卦
同
奄
葛

に
&
,
,I

y

:紹
興
五
年
七
月
十
五
p=
'
諸
路
軍
事
都
督
行
府
言
､
,勘
食

滞
鼎
岳
消
州
荊
南
府
公
安
軍
､
咋
線
水
軍
作
過
(
追
?
.).

'
滑
湖
層
民
'
抱
薬
国
士
港
多
､
今
乗
漸
巳
揮
発
､
(中
略
)

顛
元
地
著
巳
被
人
語
佃
開
排
了
､
常
即
依
隣
近
見
田
地
段

内
､
許
封
数
指
射
､
摺
擬
分
明
､
船
戸
帖
文
蝶
､
(
下
略
)

と
あ
っ
て
∴

こ
れ
亦
､,
土
地
所
有

の推
接
と
し
て
戸
帖
が
輿
へ

!

ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

･･-SOI.-



′
161

l.

ヽ
-

.･
以
上
の
如
く
､
采
の
戸
帖
は
､
そ
れ
に
税
額
′ま
で
記
入
さ
れ
.I

て
ゐ
て
も
､
土
地
所
有
確
認

の地
券
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ

た
.
.

,.

元
の
時
に
｣
戸
帖
が
あ
っ
.た
か
香
か
は
､
私
の
管
見
で
は
不

明
で
あ
七
が
'
明
に
な
つ
七

か
ら
は
'
閲
初
か
ら
と
の
制
度
は

.,

設
け
ら
れ
ゼ
ゐ
た
｡
明
兜
撃

盲

八
十
｢
､
循
吏
侍
に
見
え
る
.

陳
粗
の
侍
に
は
'

陳
濯
除
牢
固
知
府
､
時
天
下
初
産
､
(
中
略
)
激
訪

問
疾

0
0
､

.
苦
､
楽
豪
右
粂
井
創

戸
帖
以
便
稽
民
'
毎
取
残
式
､
頒
行
√

天
下
'

▲

と
あ
っ
て
'
明
初
に
､
･軍
閥
の
知
府
た
り
し
陳
港
が
､
そ
の
府

内
に
初
め
て
貿
施
し
､
太
組
が
そ
の
制
度
を
採
用
し
て
箕
下
に

及
し
た
と
.ゐ
れ
o
L
か
し
そ
の
年
月
は
不
明
で
あ
る
が
'
豊
明

賛
鋒
巻
五
十
八
'
太
組
洪
蒔
三
年
十
一
月
苧
亥
の
健
に
は
､

窮
民
数
､
給
以
戸
柏
､
党
是
､
上
諭
中
書
省
臣
臼
､
民
囲

之
本
､
古
君
､
司
民
歳
路
献
民
数
千
王
､
王
拝
受
而
赦
之

天
府
､
是
民
敷
布
囲
え
重
事
也
､
今
天
下
巳
定
而
民
敦
釆

軍
資
､
英
命
戸
郁
籍
天
下
戸
口
'
毎
戸
給
以
戸
帖
､
於
是

l

●

″

戸
部
製
戸
籍
戸
帖
｣
各
署
共
戸
之
郷
貰
丁
口
名
歳
'
合
鱒

I
.

･

輿
帖
､
以
字
塘
縞
馬
勘
合
､
級
以
部
印
､
＼静
聴
千
部
､
帖

給
之
民
､
内
命
有
司
歳
計
其
戸
口
登
耗
[

類
雷

緒
＼珊
以

進
､
著
馬
令
､

′

/

′

と
言
心
'
明
東
食
貸
志
戸
口
､
取
合
裏
金
五
十
戸
口
な
ど
終
丸

伺
様
な
こ
と
を
侍
へ
て
ゐ
る
O
.
こ
れ
に
よ
っ
て
判
る
の
は
､
洪
t▲1

武
三
年

(西
紀

二
二
七
Q
年
)

に
､
初
め
y
戸
緒
と
共
に
戸
帖

が
作
ら
れ
､
そ
れ
に
は
漆
籍
地
､
丁
口
の
健
名
生
年
が
記
せ
ら●

れ
て
あ
っ
て
､
戸
婿
は
こ
れ
を
戸
部
に
赦
し
､
戸
帖
は
各
戸
に

輿
へ
ら
れ
た
虹
の
で
あ
そ

.こ
こ
収
於
S
て
戸
帖
は
金
-
各
戸

が
有
す
る
戸
籍
謄
本
､
門
牌
の
類
に
撃
っ
て
ゐ
る
､0

明
で
は
是
の
如
J

戸
帖
は
戸
籍
謄
本
-
門
牌
砂
琴

i
な
つ
ー

て
ゐ
る
が
､
清
朝
か
ら
は
､
'こ
れ
を
門
牌
と
稀
し
､た
｡
門
牌
に

つ
S
て
は
臨
時
養
醤
奮
慣
調
査
愈
編
へ
清
岡
行
政
法
琴

一巻
､

戸
緒
門
牌
砂
項
貯
詳
論
さ
れ
て
ゐ
る
o
今
こ
れ
を
参
考
に
し
て

I,ノ

述
べ
ん
に
､
嘉
寛
骨
典
懇
十
一
に
は
軒
,

-

･′

′.
凡
編
保
甲
､
戸
給
以
門
豚
､
書
其
家
長
之
名
､.輿
其
丁
男

tJ
之
数
､
而
歳
更
え
､

′

と
あ
る
抄
や
.
声
部
則
例
撃

二
に
絃
∵

-

&

A

.～(
上
略
)毎
戸
的
該
管
地
方
官
､･
歳
姶
門
牌
､J
青
家
長
姓
名

等1



1 6 2

ノ

墓

'
附
託
男
丁
裏

表

細
い
望

簡
捷
'
入
棺
所
挙

世
に
鷺

義

戦
内
容
が
複
雑
に
至

て
'
壷

警

ら
婦
僕

(
下
略
)
'

.

.

に
至
る
ま
で
記
載
す
る
.の
で
あ
っ
鷲

宿
意
全
書
撃

幸

二

l

.

.

∫

と
あ
り
.
垂
-
明
の
戸
帖
rtl同
一
の
制
度
で
あ
る
｡
し
か
し
後

.

保
甲
部
に
あ
る
痩
戸
門
牌
を

1
例
と
し
て
左
に
掲
げ
よ
う
｡

煙

-:字3-

裏
面
に
は
煙
戸
保
約
を
記
し
て
あ
る
が
'
省
略
す
る
｡
こ
の
各

ィ′

戸
の
門
牌
の
外
に
'
十
家
を
以
て
一
甲
と
し
､
そ
の
甲
長
の
家

に
か
か
げ
る
十
豪
金
牌
の
門
牌
即
ち
十
家
牌
が
あ
っ
k
o
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牌 門 ′′家 ～ 十 長 甲

某

年
某
月nL

Y

/

前
示
同
僻
声
門
脚
本
甲
某

専
任
持
英
人
倍

共
若
干
名

英
数

英
人
遭
.

共
若
干
名

.某
産

英
人
厄
酵

共
若
干
名

本
甲
如
有
郷
紳
衿
藍
垂
開

鴬
十
家
之
後
蔵
敷
倍
迫
之

前

Q

日
給
付
某
村
某
保
某
甲
甲
長
人
懸
掛

/

ヽヽ

- 23--

裏
面
に
は
甲
長
保
約
を
記
し
て
あ
る
鮭
'
省
略
す
る
｡

南
北
朝
頃
に
､
戸
籍
と
し
て
現
は
れ
た
戸
帖
は
､
･唐
に
な
っ

て
は
節
税
額
記
載
簿
の
如
き
も
の
と
な
-
､
采
に
な
つ
.て
は
弛

券
と
な
Ji
t
明
に
恵
つ
て
は
戸
籍
謄
本
と
な
-
'
達
に
清
に
至

つ
て
.･
各
家
の
門
に
懸
げ
る
名
札
と
な
り
経
っ
た
の
で
あ
る
O

(
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
四
日
稀
丁
)


